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2020.06.17 作成 

【福島県合同輸血療法委員会】              

輸血に関するアンケート調査集計結果（2019年）【2020年 6月 17日時点】 

＊参考：【 】内は２０１８年１月～１２月の調査結果 

病院版 

１ 調査対象施設等 

 （１）調査対象施設：県内の病院９４施設 

 （２）調査対象期間：２０１９年１月から１２月まで 

（３）調査方法：アンケートへの依頼文書を郵送で送付し、福島県薬務課のホームページよりファイル（Excel形式） 

でダウンロードし、記入したファイルをメールに添付した形で回収した。対応が困難な場合は、FAX等で回収し

た。 

 （４）回収率：８５．１％（８０病院から回答） 

 

２ 集計結果の概要（項目別）  

 ◎集計結果の報告書を作成するにあたり、病院名等を公開して良いか 

    可：４８病院（６０．０％） 

 Ⅰ 輸血管理料取得状況について 

 ４８病院（６０．０％）〔管理料Ⅰ：１２病院、管理料Ⅱ：３６病院〕 

 Ⅱ Ｉ＆Ａ取得状況について 

 取得済：５病院（６．３％） 

 Ⅲ 輸血療法委員会等について 

 （１）輸血療法委員会等の設置数 【６５病院（８２．３％）】 

  ６７病院（８３．８％） 

 

    （２）輸血療法委員会を設置しない理由（複数回答あり） 

  １３病院 

（指導医がいない：９、他の委員会で協議：５、使用がほとんどない：５、その他：１） 

 

  （３）輸血療法委員長の職種 

 医師（専門科目：外科３１（心臓血管、脳神経、整形等を含む）、内科２４（消化器、循環器、腎臓、血液等を含む）、麻酔科３、消化器科２、

循環器科１、泌尿器科２、精神科１、その他２、未回答：１） 

 

  （４）輸血療法委員会の開催回数（回/年） 

     ６回/年：４５、１２回/年：８、１回/年：３、２回/年：３、４回/年：３、８回/年：１、 

９回/年：１、１０回/年：１、１１回/年：１、１～２回/年：１ 

  

   （５）-１ 県内認定臨床輸血看護師、アフェレーシスナース、自己血輸血看護師、認定輸血検査技師人数（合計） 

      認定・臨床輸血看護師：７１、認定・アフェレーシスナース：１２、認定・自己血輸血看護師：２２ 

     認定・輸血検査技師：２６ 

 

  （５）-２ 輸血療法委員会参加人数（医療施設数/輸血療法委員会有６７施設） 

認定臨床輸血看護師：３５（２０／６７）認定・アフェレーシスナース：２（１／６７） 

認定・自己血輸血看護師：５（３／６７） 認定輸血検査技師：１７（１５／６７） 
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Ⅳ 指針等について 

  （１）輸血部門の設置数等（複数回答あり） 

   輸血部門：５９病院（７３．８％）【５７病院（７２．２％）】 

  検査部 ５８件 

  輸血部  ４件  

薬剤部  ６件    

   血液製剤保管場所（複数回答あり） 

  検査部 ６２件 

  薬剤部 １９件 

  輸血部 ５件  

  その他 ４件  

  （２）自記温度計、警報装置の設置数等（複数回答あり） 

   自記温度計：７３病院（９１．３％）【７１病院（８９．９％）】 

  記録の頻度 毎日      ７９件 

    年に 1 回      １件 

     

警報装置：７５病院（９３．８％）【７４病院（９３．７％）】 

 

冷蔵庫・冷凍庫の保守点検の頻度 毎日 ４６件、年に１回 １６件、月に１回 ９件、 

週に１回 １件、半年に１回 １件、 

その他 ８件 

 

  （３）他の管理項目等 

1)運搬容器の設置：６５病院（８１．３％）【６３病院（７９．７％）】 

 

2)輸血用血液製剤と血漿分画製剤の管理の一元化：３２病院（４０．０%）【２７病院（３４．２%）】 

 

3)管理記録簿等：８０病院（１００．０％）【７９病院（１００．０％）】 

       内訳（複数回答有） 

コンピュータ管理：２３、手書き伝票：３０、両方：２６、その他：１ 

 

（４）輸血前後の感染症検査の実施 

   輸血前のみ：１２病院、輸血後のみ：１２病院、両方：４９病院、行っていない：６病院、未回答：１病院 

   1)輸血前の感染症検査項目： ＨＢＶ ＨＢｓ抗原 ６１件（７６．３％） 

        ＨＢｓ抗体 ３３件（４１．３％） 

        ＨＢｃ抗体 ２９件（３６．３％） 

      その他   ３件 （３．８％） 

       ＨＣＶ  ＨＣＶ抗体 ６１件（７６．３％） 

      ＨＣＶコア抗原 ２５件（３１．３％） 

      その他   １件 （１．３％） 

       ＨＩＶ ＨＩＶ抗体 ３０件（３７．５％） 

      その他   １件 （１．３％） 

 

  2)輸血後の感染症検査項目： ＨＢＶ 核酸増幅検査 ４８件（６０．０％） 

      その他  １２件（１５．０％） 

       ＨＣＶ ＨＣＶコア抗原 ４８件（６０．０％） 

      その他  １１件（１３．８％） 

       ＨＩＶ ＨＩＶ抗体 ４９件（６１．３％） 

      その他   ２件 （２．５％） 
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（５）感染症検査用検体の保管等                             

  ６５病院（８１．３％） 【６４病院（８１．０％）】 

 

（６）遡及調査ガイドラインで求められる検査項目の認知 (新規調査) 

   ６４病院（８０．０％） 

 

 Ⅴ 輸血検査および輸血実施について  

  （１）患者血液型検査の二重チェック：６４病院（８０．０％） 

 

  （２）不規則抗体スクリーニング 

     1)輸血前不規則抗体スクリーニング：７２病院（９０．０％） 

 

     2)間接抗グロブリン試験を含む検査法：７４病院（９２．５％） 

 

     3)陽性となった場合の対応： 民間の検査センター ２４病院、自施設 ２４病院、 

血液センター １２病院、自施設・血液センター ８病院、 

民間の検査センター・血液センター ５病院、 

自施設・民間の検査センター １病院、未回答 ６病院 

 

  （３）交差適合試験 

     1)輸血前交差適合試験：８０病院（１００．０％） 

 

     2)輸血に先立つ 3 日以内の検体を用いて実施：７９病院（９８．８％） 

 

     3)間接抗グロブリン試験を含む検査法：７７病院（９６．３％） 

 

  4)コンピュータクロスマッチの実施 (新規調査)：５病院（６．３％） 

 

     5)陽性となった場合の対応： 自施設 ２６病院、血液センター ２３病院、 

民間の検査センター １５病院、自施設・血液センター ８病院、 

自施設・民間の検査センター １病院、 

民間の検査センター・血液センター ４病院、 

自施設・民間の検査センター・血液センター １病院、 

未回答 ２病院 

 

  （４）患者認証方法 

     1)実施場所：      患者ベッドサイド ６２病院、 

患者ベッドサイド・ナースステーション １４病院、 

ナースステーション ４病院 

 

     2)複数名で確認している：７８病院（９７．５％）のうち その他 ２病院 

 

     3)電子照合システム導入：３７病院（４６．３％）、その他 １病院（１．３％） 

 

  （５）経過観察 

     1)輸血開始後バイタルチェック： ５分・１５分  ７３病院（９１．２５％） 

５分     ２病院（２．５％） 

１５分    ４病院（５．０％） 

未回答    １病院（１．２５％） 

 

     2)輸血終了後バイタルチェック：７８病院（９７．５％） 
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 Ⅵ 輸血用血液製剤使用状況について                            

     全血液製剤使用単位数合計２４７，０１９単位 

   （１）赤血球製剤の使用量は１０３，５３０単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は、４１．９％である。 

   （２）血小板製剤の使用量は１１３，８４０単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は、４６．１％である。 

   （３）血しょう製剤の使用量は２９，６４９単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は １２．０％である。  

 

 Ⅶ 輸血用血液製剤廃棄状況について 

   全血液製剤廃棄単位数合計２，２０８単位  【２，６６７単位】 

   全血液製剤の廃棄率は０．９％である。  【１．１％】 

（１）赤血球製剤の廃棄量は１，４４５単位。  【１，５２９単位】 

（２）血小板製剤の廃棄量は２５５単位。  【３６５単位】 

（３）血しょう製剤の廃棄量は５０８単位。   【７７３単位】 

 

○輸血用血液製剤の在庫状況  

輸血用血液製剤在庫有 １６病院 【１５病院】 

 

Ⅷ  輸血患者および輸血使用状況について 

（１）年代別及び男女別輸血状況について 

輸血患者総数 ２２，０３３人（うち、年代別不明：男性 ２３２人、女性 ２２９人） 

 ９０歳以上 ２，０８９人（ ９．５％） 

 ８０-８９歳   ５，８４３人（２６．５％） 

 ７０-７９歳    ６，１６８人（２８．０％）（うち、７０歳以上年代詳細不明：３１４人） 

    ６０-６９歳   ４，０２２人（１８．３％） 

        ５０-５９歳   １，７０４人（ ７．７％） 

    ４０-４９歳    ８２５人（ ３．７％） 

    ３０-３９歳    ４０２人（ １．８％） 

    ２０-２９歳   １７３人（ ０．８％） 

    １０-１９歳   １１７人（ ０．５％） 

      ５-９歳    ３３人（ ０．２％） 

         ０-９歳   １９６人（ ０．９％） 

 年代不明   ４６１人（ ２．１％） 

 男性 １１，４７８人 （５２．１％） 

 女性 １０，５５５人 （４７．９％） 

 

（２）診療科別輸血状況（回答医療施設数：８０） 

                       ※うち８施設が、診療科別輸血患者数未記入 

    内科全体数      ６，７２０人（うち、内科診療科詳細不明：２０人） 

      消化器内科：   １，８９４人 

      循環器内科：     ８１３人 

            呼吸器内科：     １２３人 

      血液内科：    ２，６５０人 

      その他内科：   １，２２０人 

 

    外科全体数      ５，２８１人 （うち、外科診療科詳細不明：２６人）  

消化器外科：   １，５７５人 

      呼吸器外科：     １４０人 

      心臓血管外科：    ６５９人 

      形成外科：       ４３人   

      整形外科：    １，９２２人       

      脳神経外科：     ３８２人  

      その他外科：     ５３４人 
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    その他診療科全体数  ２，６００人                          

      小児科：       ２５６人 

      産婦人科：      ４９３人 

      泌尿器科：      ６２１人 

      麻酔・集中治療科：１，０２１人 

      その他：       ２０９人  

 

Ⅸ 自己血輸血について 

自己血輸血実施病院：２６病院（３２．５%）   【２６病院（３２．９%）】 

    

○貯血式自己血輸血（液状保存） 

実施症例数（同種血併用例）：１，４７７例（３１例） 【１，４５３例（２６例）】 

採血量（貯血量）：３，７５１単位    【３，８４９単位】 

使用量（輸血量）：３，２３３単位    【３，３５５単位】 

  

○貯血式自己血輸血（凍結保存） 

実施症例数（同種血併用例）：１２例（０例）  【９例（０例）】 

採血量（貯血量）：２４単位    【３４単位】 

使用量（輸血量）：２２単位    【２８単位】 

 

○回収式自己血輸血 

  使用量の管理部門での把握：  はい     １２病院 

いいえ     ２６病院 

その他で管理     ２病院 

未回答    ４０病院 

実施症例数（同種血併用例）：５７８例（３１０例）     【３５４例（２２５例）】 

使用量（輸血量）：２，９４９単位       【４０９単位】 

 

○希釈式自己血輸血 

  使用量の管理部門での把握  はい     １４病院 

      いいえ    ２２病院 

      未回答    ４４病院 

実施症例数（同種血併用例）： ０例（０例）  【５例（１例）】 

採血量（貯血量）：０単位    【１２単位】 

使用量（輸血量）：０単位    【１２単位】 

 

 Ⅹ 血漿分画製剤使用状況について  

   アルブミン製剤合計：  ５２６，１３８．９g  【３５８，４４４．０g】 

   フィブリノゲン製剤合計：       ７２４．０g  【    ５１６．０g】 

 

 Ⅺ 外来輸血および在宅輸血について 

   （１）外来輸血または在宅輸血実施  外来輸血   ４０病院（５０．０％） 

      在宅輸血    ０病院（ ０．０％） 

      どちらも実施なし ３７病院 

      未回答    ３病院 

 

（２）外来輸血後の患者観察  医療関係者   ２５病院 

      患者家族    ８病院 

      医療関係者・    ５病院 

患者家族 

      その他       ２病院 
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   （３）在宅輸血時の患者観察  医療関係者    ２病院           

 

   （４）外来輸血または在宅輸血を実施している患者の主な診療科 

      血液内科  １８件 

   消化器内科  １５件 

      循環器内科   ６件 

      その他  ２３件 

 

   （５）疾患名・人数   血液疾患 ： ２８件（６５７人） 

      腎疾患  ： １６件（１０３人） 

      悪性腫瘍 ： １６件（２０１人） 

      消化管出血： １８件（５２９人） 

      その他  ：  ５件（ ３６人） 

 

   （６）使用されている製剤の種類  赤血球製剤 ：１０，５６６単位 

      凍結血漿製剤：    ８０単位 

      血小板製剤 ：１０，５３５単位 

 

   （７）実施中または実施後の有害事象発生：１０病院 

      1)内訳： 発熱 ５件、アレルギー症状 ２件、呼吸困難 １件、血圧低下 １件、その他 ４件 

 

      2)発生時点： 外来輸血   院内で実施中    １０件 

      帰宅後    １件  

 

   （８）外来輸血に対応した有害事象発生時のマニュアル：３０病院（３７．５％） 

 

   （９）外来輸血実施後の院内での休憩時間 

      ３０分未満   １７病院 【１４病院】 

      ３０分以上１時間未満 １８病院 【１２病院】 

      １時間以上２時間未満  ５病院 【８病院】 

      ２時間以上    ０病院 【３病院】 

        ※前回の本項目における回答は３７施設であった。 

 

   （１０）外来輸血が必要とされる患者の紹介先が予め決まっている：１３病院（１６．３％） 

 

   （１１）輸血のみを診療目的とする患者の受入：１５病院（１８．８％） 

 

 

 

Ⅻ 製剤別購入量・廃棄量について 

 

 購入量（単位） 廃棄量（単位） 廃棄率（％） 

赤血球製剤 １０４，９７５ １，４４５ １．４ 

血小板製剤 １１４，０９５ ２５５ ０．２ 

血しょう製剤 ３０，１５７ ５０８ １．７ 

 


